
≪ 検査所見の妥当性 ≫ 

検査所見の妥当性の評価指標 

評価項目：1. 最新版の使用：最新のガイドライン等を用いている 

2. 評価項目の記載：検査所見や基準範囲が記載されている 

3. 周知記録の確認：検査室全体に周知した記録がある 

評価基準：A 評価：評価項目が，3 項目全て記載されている 

B 評価：評価項目が，２項目記載されている 

C 評価：評価項目が，１項目のみ記載されている 

 

※ 評価項目 1：施設内で運用しているガイドラインの抜粋版を PDF 化して提出 

評価項目 2：施設内で運用している文書を PDF 化して提出 

評価項目 3：記録を PDF 化して提出 

 

 

◆ 評価サンプル 

1. 最新版の使用：最新のガイドライン等を用いている 
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2. 評価項目の記載：検査所見や基準範囲が記載されている 

自施設で運用している基準範囲，所見，臨床判断値など 

12） 生物学的基準範囲又は臨床判断値 

（1）異常所見を認めない場合 

① 肝臓：腫大(-) 表面(整) 辺縁(鋭) 実質エコー(均一) 肝腎コントラスト(-)  

SOL(-) 

② 胆嚢：腫大(-) 壁肥厚(-) 結石(-) 隆起性病変(-) 

③ 胆管：肝内胆管拡張(-) 肝外胆管拡張(-) 

④ 膵臓：腫大(-) 膵管拡張(-) SOL(-) 

⑤ 脾臓：腫大(-)                                               
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3. 周知記録の確認：検査室全体に周知した記録がある 
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周知・回覧記録
至急回覧：

回覧期日： 年 月 日 年 月 日

サインま たは

押印氏　　名 確認日
サインま たは

押印 所　属 氏　　名所　属

回覧開始日 回覧終了日

確認日

技師長

「 生物学的基準範囲又は臨床判断値の一部追記 」

回覧文書名「 標準作業手順書 腹部超音波検査 」
臨床検査科医


